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ンの見解に対して、林達夫は「スペンサー理論（Essays: Scientific, Political and 
Speculative, II, 452ff. Appleton, 1892）は、こんな簡単な要約に収まるものでなく、フロ
イトが『機智論』で高く評価して彼の先駆者の一人と見做すことになる、別な創見を
も含んでいる」と林訳『笑い』の訳注で指摘する 5。林が「スペンサー理論」と呼ぶ
この理論は、“The physiology of laughter”のことである 6。本稿は、この指摘を参照し



































































































































































































（changement continu d’aspect）、現象の逆行不可能性（irréversibilité des phénomènes）、
それ自体のうちに立て籠っている一系列の完全な個体性（individualité parfaite d’une 
série enfermée en elle-même）という、生物を単純な機械性から区別している外部的特




































































































































行本化に先立って『形而上学道徳雑誌 Revue de métaphysique et de morale』や『哲学雑誌 Revue 
philosophique』などの学術誌に掲載されているのに対し、『笑い』を構成する三つの論文が『パ
リ評論 Revue de Paris』という文学を中心に広く人文科学一般を対象とした媒体で発表されてい
ることである。」『笑い』増田靖彦訳、東京：光文社、2016 年、269 頁。
3 “Tell paraît être l’idée de Herbert Spencer : le rire serait l’indice d’un effort qui rencontre tout à coup le 
vide.”
4 引用するベルクソンのテクストは、P.U.F.の Quadrige 版に拠り、参考文献表に示した書名の略
記号と頁数、参考文献表に記載の林訳の邦訳書の頁数を必要に応じて括弧内に示した。
5 林訳、『笑い』197–198 頁。
6 2007 年発行の Quadrige の Le rire でも、この箇所がスペンサーの Physiologie du rire の 307 頁
から 310 頁の内容を指すという解説が付されている。
7 Essays: Scientific, Political & Speculative, vol. II, The Works of Herbert Spencer, vol. XIV, Osnabrück: 
Otto Zeller, 1966, p. 452. スペンサーのこの論考は、pp. 452–466 にある。分量としては多くはな
いと言えるだろう。訳するに際しては、参考文献表に記載の木村訳を参照した。また、同じく
参考文献表に記載の雨宮俊彦氏によるスペンサーについての考察も参照した。
8 Ibid., p. 452. 仏訳は次の通りである。“le rire naît du sentiment d’une inconvenance.” Herbert 
Spencer, Essais de morale, de science et d'esthétique. Essais sur le progrès, Trad. M. A. Burdeau, Paris: 
Librairie Germer Baillière et Cie, 1877, p. 295.
9 Essays, p. 452.
10 Ibid.
11 Ibid.
12 Ibid., pp. 452–453.
13 Ibid., p. 453.
14 Ibid.
15 Ibid., p. 454.
16 Ibid.
17 Ibid.







25 Ibid., p. 456.
26 Ibid.
27 Ibid.
28 Ibid., p. 457.
29 Ibid.
30 Ibid.
31 Ibid., p. 456.




36 Ibid., p. 459.
37 Ibid., pp. 461–462.
38 “As above shown, laughter naturally results only when consciousness is unawares transferred from 
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great things to small ― only when there is what we may call a descending incongruity,” Ibid., p. 463.
39 Ibid., p. 462.
40 仏訳は次のようになっている。“Mais voilà que cette somme considérable de force nerveuse, au lieu 
de s’employer à faire aboutir les pensées et sentiments de somme égale, qui étaient à l’état naissant, est 
soudain arrêtée dans son cours.” p. 308.
41 Essays, p. 462.











R: Le rire, 1900.（邦訳『笑い』、林達夫訳、東京：岩波書店、2018 年。『笑い』増田靖彦訳、東
京：光文社、2016 年。）
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